
HVバ ッテリーの再生技術の特許取得成功

▲記者団に挨拶する清水道悦社長(中央)。
左が清水信夫相談役、右が清水利憲専務取締役
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いユーパーツ(清水道悦社長)はこのほどハイ

ブリッド(ニッケル水素)バッテリーの再生技術の

特許を取得、同バッテリーの再生に取り組む意

向を明らかにした。自動車リサイクル事業者の

立場で本格的なハイブリッドバッテリーの再生に

ついて技術特許を取得した例は他になく、画期

的な対応と関係者の注目を集めている。

4月 19日 、いユーパーツの熊谷本社の会議

室で開かれた記者会見では、代表取締役の清

水道1党氏があいさつ、「当社では十年前から自

動車バッテリー、とくにH∨ ニッケル水素バッテ

リーのリユースについてのデータ収集に取り組

んできており、今回ようやく正式に「バッテリー

ユニットの検査装置、バッテリーユニットの検査

方法及びプログラム」というタイトルの特許(第

6494840号 )を取得できました。これを機会

に次世代車バッテリーのリユースについて取り

組みを本格化させたいと考えています。当面は

月産50台 を目標に生産に入りたい」と抱負を

語つた。

同社ではすでに鉛バッテリーの再生技術は

完成させており、関係する機器の販売は累計で

約百基は市場に出している。また今回のニッケ

ル水素バッテリーに続いてリチュウムバッテ

リーについても再生技術の研究を検討してお

り、次世代車バッテリーのリユースを完成させ

たいとしている。

記者会見では具体的な再生作業についての

説明も会場を別にして行われ、モジュールー個

―個を、充放電を繰り返しながら生き返らせて

いく手順を公開、集まつた業界ジャーナリストの

質問に答えていた。

会見については昼食を挟んで質疑応答が為

され、今後の同社の歩みに付いても専門的な

質問が飛び交い、熱のこもった記者会見が展開

されていた。

同社では自動車リサイクル業界でのFAX通

信を皮切りにコンピュータ管理導入、リサイク

ル部品C02削 減量数値化など先進的対応に実

績を持つており、今後のこのH∨バッテリー再生

作戦も関心が高まつている。

【いユーパーツの主な歩み】

1975年 旧有限会社清水商会設立。82年 在

庫管理コンピュータ化スタート。93年 エンジン

スターター「かけるくん」開発成功。94年 幕張

メッセオートリサイクルショー出展。99年 S09

002取 得。2000年 AttMテスターを日産自動

車と共同開発。同年リサイクル推進功労者総理

大臣賞受賞。08年 早稲田大環境総合研究セン

ターと共同でリサイクルバーツのC02削 減量

数値化達成。同年リサイクルバッテリー開発発

売。10年 ストップ温暖化「―村―品」全国大会

環境大臣優秀賞受賞。12年リビルト八イブリッ

ドバッテリー販売開始。同年第一回渋沢栄―ビ

ジネス大賞ベンチャー部門大賞受賞。同年第4

6回グッドカンパニー大賞特別賞受賞。

今後の次世代バッテリーのリユースに貢献
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▲榊ユーパーツ本社会議室で開かれたHVバ ッテリー再生技術特許取得の記者発表

▲清水信夫相談役
▲今回開発されたHVバ ッテリー用の充放電機

‐

▲清水道悦社長
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」ARAグ ループ(土門志吉会長)ではこのほ

ど、ドライブレコーダーの導入促進に向けて会

員各社へ補助金を用意する方針を打ち出した。

グループでは3月に開催された総会で、災害

対策と法令コンプライアンスの意識強化のた

め「コンプライアンス対策室」を設置したもの。

昨今頻繁に取り上げられている様々な交通安

全に関する問題に対し「被害者を作らず、加害

者を出さない」として、既に各社で取り組んで

いる交通安全対策や運行管理を今一度再確認

しながら、ドライブレコーダーの活用による交

通関連災害ゼロを目指す方針を示した。

まずは会員企業が保有する積載車やトラッ

ク、営業車などの社有車を対象に装着率につ

いてのアンケートを実施。その結果、現状では

会員75社 714台 のうち、車両への装着実績

は約半数であることが分かつた。これを受け

て、同グループでは補助金を用意し、「装着率

100%」 を目指して各社の導入促進を図る。

ドライブレコーダーの活用は、会員各社の

安全運転の意識をよリー層を高めるだけでな

く、周囲で発生した事故や法令違反情報の提

供が可能となることが想定される。自動車に

深く関わる業種であることから、」ARAグ ルー

プでは全体で取り組むべき事業として補助金

の継続にも意欲的な姿勢だ。▲」ARAグ ループ会員企業の所有車両が対象

ビッグウェ車プが春の加盟磨代表者全体会議を導L幌で
4月 19日、20日 の両日、いビッグウェーブ

(服部厚司社長)は札幌市のlal協栄車輌で恒

例の春の加盟店代表者全体会議を開催、い協

栄車輌の工場とレッカー救援作業の実演を見

学後、55期 の進捗状況や今後の取り組みを

中心に今年の課題について協議した。当日の

議題はまず初めに55期 の事業進捗状況の説

明と今後の取り組みに付いての報告がなされ

た後、続けてビッグウェーブ倉」立40周 年記念

事業について意見交換が行なわれた。

後半では新規加盟店紹介や新規パート

ナー取引についての報告も為された。翌20

日は会員相互の親睦を兼ねた観光やゴルフ

コンペも催され、全体会議の効果を挙げて

いた。

【詳細は次号】▲19日に開かれたBW加 盟店代表者全体会議

栃木県小山のアライ

オートオークションに

リサイクリレバーツの
オ…クションを出展
ビッグウェ輸ブが初の試み
帥ビッグウェーブG反部厚司社長)は3月 14

日、栃木県」ヽ山市のアライオートオークシ∃ン

グループの小山会場4輪 オークション(AA)

で、自動車補修用リサイクルバーツの「パーツ

オークシ∃ン」を同オークションとのコラボ事

業の形で開催し好評を得ていた。

パーツオークシ∃ンは、つくばヤード開設 1

周年を記念して開催したプレミアム記念AAの

目玉企画として初開催されたもの。ビジネス

に直結する商材としてAA化 の要望が強かつた

ことから新コーナー設置につながつた。来場者

からの二―ズなども取り入れた改善も行い、

人気コーナーとしての定着を目指していく。

当日の会場には、ビッグウェーブの服部厚

司社長が訪れ競りの様子を見守るとともに、

「アライオートオークショングループのAAヘ

の参加は新たな販路獲得の大きなチャンス。

売れ筋パーツを早期に探り当て、多くの方か

ら支持されるパーツオークションとなるよう会

場に対する協力に努めていく」と語つた。

当日の競りにかけられたアイテムはディー

ゼルエンジンASSY、 ドアノくネル、カーナビな

どの人気商材20点 。全商品が落札となつた。

同オークションは4月 18日にも開催された。

▲小山会場には完璧な設備が施されている ▲HPに 掲載されたパーツオークションの広告



燒

颯

靡

蟷

鷺

グJレープの垣根越えてアビール
1見えない部分を見えるように

l■l二重バーツ販売 齊藤徹代表取締役

」ARAグ ループ(土門志吉会長)が新しい

動きを始めた。グループの広告塔・広報部を

新設し情報発信のレベルを上げる。そのため

に三重パーツ販売の齊藤徹代表取締役を同

部長に起用した。齊藤氏は趣味で絵画のセン

スを自由に楽しむ一面を持つている。業界の

全景を一服の絵を見る感覚で捉えるところが

強みだ。親譲りのシステム理論をしつかり身に

付けており、硬軟併せ持つ人材だ。そこで就

任の気持を聞いて見た。

まず就任後の率直な感想を伺いたい。

齊藤 」ARAグ ループの広報担当に選ばれう

れしく思っています。広報活動に付いてはわ

たし個人も好きな仕事なので頑張りたいと思

います。仕事としては倉」造性を強く要請され

る作業なのでどこまで能力が発揮できるか分

かりませんが、わくわくした思いで準備してい

ます。広報活動というのはあくまでも範囲が

広いのが特徴です。グループの垣根を越えて

自動車リサイクル業界全体に情報発信してい

きたいと今思つています。

なるほど。では改めてあなたの広報活動につ

いてのお考えを伺いたい。

齊藤 わたしは抽象的なイメージを形にする

のが好きです。例えば絵を描くとか、ものを造

るとかいつたことです。と言うことから自動車

リサイクルという世間から見たら地味で見え

にくいものをなんとかはつきり見える形にし

て行きたいと考えています。社会に向けてい

ろいろな情報を発信していくことは無論です

が、関連する様々のツールも考えなければい

けません。営業活動を支えるメモ用紙、ペン

やバンフレット、チラシの類など細やかな部分

に至るまで統一されたイメージがとても大切

です。そういう視点で一つ一つの広報作品を

積み上げて行こうとも考えています。

JARAグ ループはなにを情報発信するべき

でしようか。

齊藤 まずはじめに言えることは自動車リサ

イクルは社会にとつて非常に重要な内容を

持つていますが、一般の消費者やその他の企

業にとつてはとても認知度が低いのが問題で

す。現状では自動車に関連する一部の企業以

外はあんまり理解がされていないと言つても

いいでしょう。さらに言うなれば自動車に関連

している事業体でも自動車リサイクルとはあ

まり関係がないという場合も少なくありませ

ん。ということから、自動車リサイクルについ

て知らない人たち、知らない企業及び分野は

どこなのかを我々がまず知らなければなりま

せん。今までの私達はほんとうの自分の立ち

位置を正確に分析してこなかつたと思つてい

ます。まず私たちの身近な周辺から始めて一

歩一歩、ほんとうの私たちの姿を認識しても

らえる情報の発信をじつくり落ち着いて積み

上げて行く必要があると思います。つい先こ

ろもある大手の損保会社の若い社員と1青報

交流したのですが、私たちに取つては当たり

前の常識になつていることが、外側に立つ、彼

らから見たとき驚きの内容だつたりすること

が改めてわかって、なおのことそういう気持ち

を強く持ちました。

強い個社が強い組織を構成すると言われて

いますが、JARAグ ループのほんとうの強み

はどういうところにありますか。

齊藤 わたし達」ARAグ ループの強みは品

質管理の面で過去からの実績を持っていま

す。メンバー企業であればほぼ同じレベルの

品質基準を携えているというのが最大の強み

です。ですから各社のオーナーが全員同じ方

向に戦略を展開すればこれはほんとうに大き

い力を発揮します。各社の規模は違いがあり

ますが、向かう方向が全員同じと言うのはとて

も素晴らしい雰囲気だと思います。こういう視

点に立って、私は」ARAグ ループの全社が一

斉にフロント業務の改革、刷新、強化を展開す

れば、組織としての売り上げは急激に伸びる

と思います。と言いますのは、メンバーの中に

もいろいろな意見があり、生産と販売につい

てはそのノヾランスをどのように取るかについ

て見解がまちまちで、中にはグループの共有

在庫の力を頼んで売りの努力を生産に振り向

けたほうが手つ取り早いとお考えの向きも少

なくありません。わたしは個々に売りの力(フ

ロントの力)を」ヽさくてもそれぞれが発揮して

いくことのほうが重要ではないかと思つてい

まして、全員営業強化を提案したいのです。全

ての」ARAグ ループの拠点が営業拠点であ

れと言いたいのです。全員が同じ思考で動い

ていることの強さは計り知れないものがあり

ます。

日本の自動車リサイクルの今後はどういう点

が課題だとお考えですか。

齊藤 自動車リサイクルの業態は実は非常に

世界の経済、世界の鉄資源情勢に影響を受け

やすいものになつています。大きくは日本の

リサイクルパーツが大量に海外に流失してい

る状態が続いています。日本国内でもつと

もつと消費されるべきものが海外に放出され

ています。最近の車歴の延長傾向がさらにそ

の海外流失の傾向に拍車をかけているように

思います。また、これは経営の根幹に関わるの

ですが、リサイクル事業者の多くが利幅の大

きい高年式部品に目を奪われて、価格帯の低

い中低年式部品の生産や販売に関心を示し

ません。コストパーフォーマンスが低い作業

は極力避けたいという気持ちは分かります

が、ここが思案のしどころです。わたしは自動

車リサイクルの本領はむしろ中低年式部品の

調達 供給にあるのではないか、決定的に低価

格で供給できるのがリサイクル部品の本領で

はないかと考えています。生産金額を高く

保つて速く売れる高年式部品を積極的に扱う

という考え方を否定しているわけではありま

せんが、リサイクル部品の商品特性は一体ど

こにあるのかをもう一度正確に見つめなおし

て、生産性、生産能力をさらに見直して安くて

便利なリサイクル部品の本来の姿を取り戻

し、日本製の高品質なリサイクル部品の活用

を国内販売に復活させたいと願つています。
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饉に勝慮し
多機能フ難ントの理想圏機す

▲地元に根を張り食い込む同社    ▲住井章良フロント主任

愛媛県松山市の機野本自動車部品(野本正明

社長)は倉J業が平成6年 で業界では新進の部に

入るが、総社員30人 を抱え、部品在庫量7000

点規模で事業は極めて手堅い。地元にがっちり

食い込んでいる。

■生え抜きの人材をフElントに

そういう同社のフロントを務めるのが平成 16

年入社の住丼章良氏(38歳 )。地元の大学で経

営学を修めて学卒とほぼ同時に同社入社で、自

動車リサイクル業界一筋の生え抜きだ。

住丼氏の場合はまず商品管理、梱包作業を経

験した後、フロントに入り、現在は廃車仕入れ及

び中古車販売など販売全般に取り組む多機能型

フロントの立場にある。

入社後 14年 あまり経つており、現在取引ある

主要な顧客はお互いにはつきりものが言えるリ

ピーターが大半を占める。これまで着実にビジネ

スを積み上げてきた結果だ。

「最近のお客の動きを見ますと、以前に比べて

インターネットなどで価格を調べた上で発注を

掛けてこられるケースが増え、当社の対応が試

される場合が少なくありません。フロントの力が

求められています」という。

要するに、自社生産の部品の生産を軌道に載

せ、買い手倶」の要望に沿つた商談に常に持ち込

める機動力が不可欠になってきたというわけだ。

◆地道に会社のポリシーを具体化

仕入れの段階から利益幅のある車両を確保し、そ

れを売れ筋の部品に繋げる有機的なフロント体制、

儲かる営業体制への挑戦が続けられているようだ。

「入社当初は自動車に関する矢□識が全くなかつ

たので、いろいろ試行錯誤しましたが、最近では周

囲の素晴らしい仲間の応援もあって、あまり無駄

が出ない作業環境が整つて来ています」と言い、

毎週半ばには生産担当とフロント担当の情報交

換会を定期的に開催し、社内の情報交流を円滑に

する努力は惜しんでいない。リサイクル部品事業

の要点はしつかり身に着けていると言えそうだ。

住丼氏は野本自動車部品のポリシーを素直に業

務に反映して企業としての骨格を積み上げてきて

いるだけに安定感のあるフロント業務を展開中だ。

愛媛県松山市南吉田町2516の 1

丁EL089 994 8800靡

飾

▲地元に根を張り食い込む同社

株式会社 」ARA
〒1030028 東京都中央区八重洲1‐1‐8 ノヽ重洲KTビルlF
TEL 03 3548 3010 責任者/柴 田 純奈

JARA会 員

顧書の要鰻覆絶対麟寧畿橿あり
曹後に最麗な機朦置と販饉戦術

▲老舗の実績と新戦術の同社    ▲坂本みゆきフロント主任

今回の」ARA会 員は北海道本し幌市の丸利伊

丹車輌い(伊丹和雄社長)である。創業昭和38

年、総社員70人 、月間の入庫台数は約1300

台、保有在庫量は約15000点 というジャンボサ

イズのリサイクル事業者。国内の主要リサイク

ルネットワークのほとんどと提携しており動きは

活発だ。

◆キャリアウーマンをフロントに

そんな同社のフロントを務めるベテラン社員

が坂本みゆきさん(41歳)だ。彼女は同社の中

古車販売部門に入り、3年間、中古車の店頭営業

を経験した後、リサイクル部品のフロント業務に

就いた。18年のフロント経験を持つている。「販

路拡大やお客様への二―ズに応えるため、品質

と要望を重視しています」と心強い。

また、同社は北広島市輪厚にリサイクルバー

ツセンターを持つており、そこで「もぎ取リセン

ター ECOひ ろば」を開催中だ。誰でも自由に展

示された車輌から自分の気に入つた部品を持ち

帰ることができるもぎ取リセンターである。豊富

な車輌在庫があつての新戦略だ。

「軽四と乗用車及び外車を中心にバリエーショ

ンの広い供給に力を入れてきました。地域のお

客様に喜んで頂けるような車を取り揃えて並ベ

ています。一部販売できないものもありますJと

しヽう。

◇長いll歴が裏付けで今の安定感

つまり、長い社歴、豊富な部品在庫量、品質重

視の生産力、開放的なエヨ広場などの要素が相

乗して、顧客の目線に沿つた商品情報が即座に

提供できる体制を築いていることになる。

それに、自身は大のクルマ好きで、日産スカイ

ラインH∨に乗つているが、趣味は休暇中にその

愛車をお得意様である整備工場に持ち込んでク

ルマ談義をすること。自由な雰囲気のなかからリ

サイクル部品二―ズを探る努力も欠かさない。

目下、月間売り上げ]千万円をキープするN01

フロントの彼女、「お客さんの気持ちになつた部

品探し」に絶対の自信を持つている。

札幌市自石区菊水元町―条2の2の6

TEL011 872 3000

JARAグ 拶レープ会員

饉岡濾饉の尖轟役纂たし
戦購拠点の大獲を食う

岩手県胆沢郡金ヶ崎町に本社を構え、平成28

年、宮古地区台風10号被害の復興応援のため

車両搬入優先を実践、同時に同年第30回 実業

柔道団体対抗岩手県大会優勝、さらに同年創業

40周 年記念式典開催と動きの活発なのが昭和

51年 創業のいサンケイ商会(紺野正博社長)で

ある。

◆対応力筆頭の人材を投入

そういう同社の戦略拠点である盛岡営業所で

フロントの重責を担つているのが掘切彰氏(36

歳)である。同氏は入社10年目で、入社後間もな

く盛岡営業所に配属され、外回り営業からスター

トし、日下、同拠点のフロントとして頑張つている。

岩手県の県庁所在地である盛岡市は同社の本

社がある胆沢郡金ヶ崎町から見て北に遠く離れ

た位置にあり、平成10年の盛岡営業所開設は大

きい戦略転換の意味を持つた動きだつた。

その戦略転換の中心に今立たされているのが

堀切氏で、今後の活躍が期待されている。

「東北の震災後、明らかに部品需要の形が変化

してきています。顧客の要望内容が膨らんで、多

岐に亘るようになりました。当社としての対応も

それに応えるように体制を強化しています」と気

合が入る。

◇本社と同等の実績挙げる中心拠点に

本社工場の生産担当との連携強化、社内の1青

報交流を密にすることで、盛岡市場の二―ズに

応える準備を着々と進めてきた。「今では大枠で

見て、本社と盛岡営業所の実績は五分五分にま

で成長しました」と言い、盛岡進出の戦略目標は

ほぼ達成さ/71たと言えそうだ。

堀切氏の仕事に対する信条は「早い回答と客

の二十ズに合う商品提供」で自社在庫と並行して

的確な他社品の手配をきめ細かく展開すること

にある。ゆつくりだが間違いなく新しい時代の部

品需要が浮上してきているので、それらに関する

情報収集も欠かすことはできない。情報の共有

量を増やすためにも、」ARAグ ループ内の研修に

よる知識修得にも力を入れている。「世間の動き

に遅/1を取らない仕事の進め方を真剣に模索し

ていますJと気迫あるキーマンの一人だ。

岩手県盛岡市永丼16の 13
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株式会社 ビッグウェーブ
〒4970005 愛知県あま市七宝町伊福鍛治屋前58
TEL 052‐441‐7502 責rI者//森′‖信也

▲県央盛岡進出成功の同社 ▲堀切 彰フロント主任


